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財光寺小学校「よのなか教室」 平成２７年１０月２９日（木） 

  

 

第５学年国語科学習指導計画                        平成２７年１０月２９日 

                                      指導者  森﨑 陽介 

１ 単元名 資料を生かして考えたことを書こう 

２ 目標 

 ○ 資料から情報を読み取り、読み取った情報をもとにポスターを完成させようとしている。 

（関心・意欲・態度） 

○ 資料の読み取り方の観点を考え、資料から情報を読み取り、情報を整理している。    （書くこと） 

〇 事実と感想、意見などの違いを意識し、目的や意図に応じてこれらを簡単に書いたり、詳しく書いたりし

ている。                                      （書くこと） 

〇 引用したり、図表やグラフなどを用いたりして、考えが伝わるように書いている。    （書くこと） 

○ 文や文章のさまざまな構成を理解し、文章やポスターを完成させることができる。 

（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 

３ キャリア教育の目標 

〇 自分の仕事にこだわりをもって仕事に取り組むことのかっこよさに気付くことができる。 

（グローカルグローバルと郷土愛）（創る力） 

４ 指導計画（全５時間） 

主な学習内容及び学習活動 時間 
評価計画 

・国語科 ☆キャリア教育 
外部人材活用の方法 

１ 学習の見通しを立てる。 

 ・ 学習課題や学習の流れ

について確認する。 

・ 図表やグラフなどの資

料の特徴を考える。 

１時間 ・ 資料から情報を読み取り、読み取

った情報をもとにポスターを完成

させようとしている。 

（関心・意欲・態度） 

 

２ 資料の読み取り方の観

点を考え、それに当てはめ

て資料を読み取り、文章を

書く。 

 ・ 資料の読み取り方の観

点を考える。 

 ・ 読み取った資料をもと

に文章を書く。 

１時間 ・ 資料の読み取り方の観点を考え、

資料から情報を読み取り、情報を整

理している。    （書くこと） 

・ 事実と感想、意見の違いを意識し、

目的や意図に応じて簡単に書いた

り、詳しく書いたりして、文章を完

成させている。   （書くこと） 

・ 文や文章の構成を理解し、文章を

完成させることができる。     

（言語事項） 

 

３ 資料や文章をもとにポ

スターを完成させる。 

 ・ 見出し 

 ・ 資料から分かること 

 ・ 自分の考え 

 

 

１時間 ・ 写真やグラフなどの資料を効果的

に用いて、自分の考えが伝わるよう

なポスターを完成させている。          

（書くこと） 

・ 文や文章の構成を理解し、ポスタ

ーを完成させることができる。     

（言語事項） 

 

４ 学習を振り返る。 

 ・ お互いのポスターを読

み合う。 

２時間 

１／２ 

本時 

・ これまで学習してきたことをもと

に友だちの作品の良さを発表する

ことができる。   （書くこと） 

☆ こだわりをもって仕事に取り組

むことへのかっこよさに気付くこ

とができる。 

 （創る力） 

（グローカルグローバルと郷土愛） 

〇 児童が書いたポスタ

ーの書き方について、専

門的な立場から、分かり

やすく伝えるためのア

ドバイスをいただく。 

〇 同じ資料でどのよう

に書いたか、お手本を提

示してもらう。 

講師 小谷 実さん【宮崎日日新聞社日向支局 支局長】 
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５ 本時の目標 

 ○ 読み取った情報がポスターに生かされているか、友だちと確認することができる。（書くこと） 

 ○ 自分の仕事にこだわりをもって仕事に取り組むことのかっこよさに気付くことができる。（キャリア教育） 

 

６ 学習指導過程 

段階 

(時間) 
学習内容及び学習活動 

指導上の留意点 

☆ キャリア教育 

評価【評価方法】 

・ 国語科 

☆ キャリア教育 

資料 

準備 
指導者 外部人材 

導 

入 

 

(５分） 

１ 学習に見通しをもつ。 

 ○ 前時を振り返り、本時

の流れを確認する。 

 

２ 本時のめあてをつかむ。 

 

 

 

 

○ 外部人材の

紹介をする 

○ 単元学習計

画をもとに前

時の内容と本

時の流れを確

認させる。 

 

 

○ 簡単に自己

紹介する。 

 単 元

学習 

計画 

 

 

 

 

 

 

展 

 

開 

 

(32 分) 

３ 友だちの作品を読み取る

観点を確認する。 

 

 

 

・ 観点は板書で

提示する。 

 ・ これまで学習して

きたことをもとに友

だちの作品の良さを

発表することができ

る。【発表】 

 

 

 

 

 

 

４ 友だちの作品の良さを伝

え合う。（ペア→全体） 

 

・ 読み取る観

点をもとに友

だちの作品を

読む。 

〇 児童の発表

の後に、児童

の気付きを認

めてもらう。 

書 画

カ メ

ラ 

 

プ ロ

ジ ェ

ク タ

ー 

５ 古谷さんに作品の良さや

修正点を教えてもらう。 

 

 

 

 

 

 

６ 小谷さんの作品から学

ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 読んだ感想

を伝える。 

〇 事前に見て

いただいた作

品の中から選

んで紹介して

もらう。 

 

 

 

〇 同じ資料で

小谷さんが作

成した作品の

説明をしても

らう。 

☆ 自分の仕事にこだ

わりをもって仕事に

取り組むことのかっ

こよさに気付くこと

ができる。 

（創る力・グローカルグ

ローバルと郷土愛） 

 【発言】 

【ワークシート】 

７ 自分の作品を付加・修正

する。 

 

〇 学習したこ

とを参考にす

る。 

〇 児童の質問

にこたえても

らう。 

 

終 

末 

 

(８分) 

８ 本時の学習を振り返る。 

 

 

 

○ 今日の学習

の感想を発表

させる。 

 

○ 児童の感想

を聞いて感じ

たことを話し

てもらう。 

 足 跡

シ ー

ト 

学習してきたことを生

かして、友だちの作品

の良さを発表しよう。 

・ 簡潔な見出し 

・ 資料をもとにした文章 

・ 使う資料の順番 

・ 相手意識をもって 

・ 経験を重ね合わせる。 

・ 具体的に 

・ 「例えば･･」「もし･･」 

 を用いる。 
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７ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 参考資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小谷さんが児童と同じ資料を使って作った作品】         【児童の感想】 

 

９ 授業者の気付きや学び 

 

 

 

 

 

  

 

 
神
無
月
二
十
九
日 

 

資
料
を
生
か
し
て
考
え
た
こ
と
を 

書
こ
う 

                         

学
習
し
て
き
た
こ
と
を
生
か
し
て
、
友

だ
ち
の
作
品
の
良
さ
を
発
表
し
よ
う
。 

 

・ 

簡
潔
な
見
出
し 

・ 

資
料
を
も
と
に
し
た
文
章 

 

  

ス
ク
リ
ー
ン 

７月に引き続き、小谷支局長に専門的な立場から関わっていただいた。子どもたちは小谷さんから自分の

作品を評価していただき、とても満足している表情であった。また、小谷さんにも同じ資料で作品を作って

いただいたことで、比較することが可能となった。それが子どもたちが作品を付加・修正するための価値あ

る資料となり、スキルアップにつなげることができた。同じ外部人材に複数回お願いすることで、学習の質

が２倍にも３倍にも高まったように感じる。 
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《児童の作品》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


